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「提言：潟と人との未来へのメッセージ」検討体制及び検討過程 
本報告書第３部「提言：潟と人との未来へのメッセージ」は、市民意識調査の結果などを踏まえながら、当研究所で開催している

ネットワーク会議（主に平成 28 年度 第３回～第６回）において、関係者と意見交換しながら検討した。 

■検討体制図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■検討過程 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

回 開催日 会議内容 

第 3 回 7 月 28 日 
・提言方針についての説明 
・過去のネットワーク会議での講義などの内容から見えた１６潟の現状説明 
・問題点の洗い出しと課題整理のための意見交換 

第 4 回 9 月 29 日 
・市民意識調査（平成 28 年 7 月～８月実施）結果説明 
・「ラムサール条約都市・新潟」の考え方・可能性についての説明と意見交換 

第 5 回 11 月 24 日 
・関係者から聴取した潟の現状・課題とりまとめ結果説明 
・提言の骨子案についての意見交換 

第 6 回 1 月 26 日 
・大学生の潟に対するアンケート調査結果説明 
・今まで出た課題や意見内容の再確認と提言素案に対する意見交換 
・提言を実現するための具体的な取り組み案についての意見交換 

○提言に対する意見 ○潟の現状・課題調査協力  
○研究所活動評価 など 
 

潟環境研究所 

意見 
 

説明 
 

外部相談員（活動団体及び有識者） 

客員研究員 
（学識経験者） 

 

協力研究員 
（地域の専門家） 

 

○提言案の提示 ○市民アンケート結果 
○調査データ・参考資料 ○3 年間の活動内容報告など 
 

潟環境研究所ネットワーク会議 
 

市民 
 
・新潟市の「潟」（湖沼）に

関する市民意識調査 
 
・大学生への意識調査 
 
・シンポジウムなどの 

アンケート
 
・調査活動での聞き取り 

 
市民 

意見 
 

尊重 
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潟環境研究所関連の報道一覧 
○新聞 
年度 掲 載 日 タイトル・内容 掲 載 紙 

26 26 年  4 月 19 日 自然・歴史を積極発信 市・潟環境研究所が初会議 新潟日報 
26 年  7 月 5 日 潟の情報 FB で気軽に 市の研究所地図や写真交え紹介 新潟日報 

27 年  2 月 12 日 命は土でつながる （シンポジウム記事） 新潟日報 

27 
27 年  7 月 30 日 水辺の魅力、歴史 市が発信 

「潟マップ」作製「潟のデジタル博物館」開設 新潟日報 

28 年  2 月 16 日 絵で見る潟の歴史（太田協力研究員の屏風市役所展示記事） 新潟日報 

28 年  2 月 21 日 慈しむ 潟の恵み 市が食文化探るシンポ 新潟日報 

28 28 年  5 月 17 日 潟との暮らし後世に 住民インタビューも収録 漁や実の採集 市
が DVD で紹介 新潟日報 

28 年  5 月 18 日 新潟・潟環境研究所 DVD 製作 潟と生きる人々の暮らし後世に 毎日新聞 

28 年  5 月 21 日 潟とともに生きる人々DVD 公開 追い込み漁、ヒシもぎ収録 読売新聞 
28 年  5 月 27 日 新潟市が DVD 制作 「潟」の記憶 後世につなぐ 産経新聞 

28 年  6 月  1 日 往時の潟 思いはせ DVD 上映会 新潟日報 

28 年 10 月 15 日 自然と暮らす姿映像に（潟環境研究所・事務局研究員隅杏奈さん） 新潟日報 夕刊 

28 年 11 月 17 日 潟の存在意義知って 芸文で佐潟フェス 新潟日報 

29 年  3 月 13 日 「松浜の池」ってどんなとこ？ 新潟日報 おとなプラス 
 

○テレビ・ラジオ 
放 送 日 内 容 媒 体 

28 年 6 月 16 日～7 月 16 日 パブテレ「潟の記憶」ダイジェスト版放映 ケーブルテレビ（NCV 新潟センター） 

28 年 6 月 1 日 週間ガイア通信 「潟の記憶」DVD 紹介 FM にいつ 
 

○雑誌 
掲 載 日 内 容 媒 体 

27 年 7 月 17 日号、８月５日号 潟デジタル博物館紹介記事 WEEK！ 

 

活動年表 
2014(平成 26）年度 

4 月 
・潟環境研究所発足 
・水の潟ログ運営協力（水と土の文化推進課） 
・平成 26 年度第 1 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

5 月 
・フェイスブック開設 
・水の潟ログ運営協力（水と土の文化推進課） 
・平成 26 年度第 2 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

6 月 
・水の潟ログ運営協力（水と土の文化推進課） 
・平成 26 年度第 3 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

7 月 ・ニュースレター創刊号発行 
・平成 26 年度第 4 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

8 月 
・動く市政教室への同行 
・夏期特別講義（庁内外関係者向け勉強会） 
・じゅんさい池公園の生きもの観察と外来生物対策（主催：NPO 法人五泉トゲソの会ほか）への参加（後援） 

9 月 ・とやの物語 2014（とやの物語実行委員会）への参加（環境講演会で所長講演） 
・平成 26 年度第 5 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

10 月 ・ラムサール条約湿地（琵琶湖・片野鴨池)等の視察（滋賀県・石川県・福井県） 
・平成 26 年度第 6 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

11 月 ・平成 26 年度第 7 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

12 月 ・平成 26 年度第 8 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

1 月 ・平成 26 年度第 9 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

2 月 ・ニュースレター第 2 号発行 
・水と土の芸術祭２０１５第２回プレシンポジウム（第 2 部で研究成果報告会）開催 

3 月 
・公式サイト「潟のデジタル博物館」開設 
・潟マップ（初版）発行 
・平成 26 年度第 10 回ネットワーク会議（定例会議）開催 
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2015(平成 27）年度 

4 月 
・岩室中学校「総合的な学習の時間」への協力（研究所訪問対応） 
・春期特別講義開催（新潟市歴史博物館で庁内外関係者向け勉強会） 

5 月 
・動く市政教室への同行 
・平成 27 年度第 1 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

6 月 ・研究成果報告書発行（平成 26 年度分） 

7 月 

・高志中等教育学校「総合的な学習の時間」への協力（研究所訪問対応） 
・とやの潟環境遊覧 2015（主催：とやの潟環境舟運実行委員会）への参加（運営協力） 
・水と土の芸術祭 2015 への協力（会場内でのポスター展示、ホームページでの情報発信など、7 月～10 月まで） 
・平成 27 年度第 2 回ネットワーク会議（定例会議）開催 
・ニュースレター第 3 号発行 

8 月 
・動く市政教室への同行 
・木場潟・河北潟等視察（石川県） 
・「潟の生き物保護大作戦 in 新潟」（主催：雪国自然学校ほか）への参加（後援） 

9 月 

・とやの物語 2015（とやの物語実行委員会）への参加（環境講演会で所長講演） 
・平成 27 年度第 3 回ネットワーク会議（定例会議）開催 
・新潟大学附属新潟小学校「総合的な学習の時間」への協力（鳥屋野潟でワークショップ実施） 
・上堰潟水生動物調査実施 

10 月 
・みんなで考えよう じゅんさい池公園の現在・未来（主催：東山の下地区コミュニティ協議会）への協力（所長基調講演、 

パネルディスカッション参加）／同日にじゅんさい池関係者向けワークショップ開催（企画協力・当日運営） 
・市民ハクチョウ・ホワイト・フェスタへの参加（ステージ発表・パネル展示） 

11 月 ・平成 27 年度第 4 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

12 月 
・ラムサール条約湿地（伊豆沼・化女沼・蕪栗沼）等視察（宮城県） 
・庁内関係課による「潟」についての意見交換会議開催 

1 月 
・新潟大学法学部「特殊講義（新潟市の行政）」 での講義 
・平成 27 年度第 5 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

2 月 

・「越後平野と潟の屏風絵図（太田研究補助員制作）」及びパネル展示（市役所本館 1 階市民ホール） 
・北区自治協議会 地域・環境部会での所長による講演 
・「潟」シンポジウム（水と土の文化推進課と共催）での（第 2 部での研究成果報告会） 
・雁と白鳥シンポジウム開催（ビュー福島潟ほかと共催） 
・ニュースレター第 4 号発行 

3 月 

・ラムサール条約湿地（宮島沼・ウトナイ湖）等視察（北海道） 
・潟マップ（第 2 版）発行 
・記録映像「潟の記憶」完成 
・平成 27 年度第 6 回ネットワーク会議（定例会議）開催 
・超小型モビリティを活用した地域ブランディングのための鳥屋野潟周辺観光資源調査（新潟県事業）への協力 
・新潟市中央図書館企画展「新潟市の里潟」（環境政策課）への協力（パネル展示） 

2016(平成 28）年度 

4 月 
・平成 28 年度第 1 回ネットワーク会議（定例会議）開催 
・動く市政教室への同行 

5 月 
・記録映像「潟の記憶」一般公開 
・記録映像「潟の記憶」上映会開催 
・平成 28 年度第 2 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

6 月 

・研究成果報告書発行（平成 27 年度分） 
・ふれあいスクール事業 第１回地域の自然を知ろう！～福島潟やビオトープについて～（豊栄地区公民館）での事務局研
究員による講演 
・週間ガイア通信（エフエムにいつラジオ番組）に出演（「潟の記憶」紹介） 

7 月 

・第 1 回環境行政研究会（市職員向け研修）での所長による講演 
・高志中等教育学校「総合的な学習の時間」への協力（研究所訪問対応） 
・2016 とやの潟環境舟運（とやの潟環境舟運 2016 実行委員会）への参加（運営協力） 
・潟めぐりスタンプラリー（文化創造推進課）企画・実施協力 
・ニュースレター第 5 号発行 
・平成 28 年度第 3 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

8 月 
・ラムサールシンポジウム 2016 in 中海・宍道湖への参加（ポスター発表） 
・動く市政教室への同行 

9 月 
・赤塚中学校「職場体験学習」への協力（実施に伴う生徒の受け入れ） 
・平成 28 年度第 4 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

10 月 
・新潟大学法学部「特殊講義（新潟市の行政）」 での講義 
・新潟市中央図書館企画展「ラムサール条約湿地 佐潟」（環境政策課）への協力（パネル展示） 

11 月 
・佐潟 20 ラムサールフェスへの協力（環境政策課、文化創造推進課と開催） 
・平成 28 年度第 5 回ネットワーク会議（定例会議）開催 

12 月 ・新潟市の鳥「ハクチョウ」と潟エコツアー（環境政策課、文化創造推進課と共同開催） 
1 月 ・平成 28 年度第 6 回ネットワーク会議（定例会議）開催 
2 月 ・ニュースレター第 6 号発行 

3 月 
・平成 28 年度第 7 回ネットワーク会議（定例会議）開催 
・潟と人との未来への提言 平成 26 年～28 年度 潟環境研究所活動報告書 発行 
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新潟市の「潟」（湖沼）に関する市民意識調査結果ほか 
●調査結果 

【問１】 あなたの性別はどちらですか。
（○は１つだけ） 

【問２】 あなたの年齢はおいくつですか。
（平成 28 年１月１日現在）（○は１つだけ） 

【問３】 あなたはどこの区にお住まいで
すか。（○は１つだけ） 

   

【問４】 あなたの新潟市での居住歴は、
次のうちどれですか。（○は１つだけ） 

【問５】 新潟市に通算してどのくらい住
んでいますか。（○は１つだけ） 

【問６】 あなたは新潟市内の水辺(海・
川・潟や湖沼)に親しみを感じますか。 
（○は１つだけ） 

   

【問７】 新潟市内に潟(湖沼)があること
を知っていましたか。 

【問８】 新潟市内の潟(湖沼)で、知って
いるものはどれですか。（○はいくつでも） 

【問 9】 友人・知人等に、新潟市の潟(湖
沼)を見どころ（観光地など）として紹介し
たことはありますか。（○は１つだけ） 

   

97.2
93.6

80.2
75.1

41.6
32.2

18.7
14.2

11.4
9.9

7.4
6.9
6.6
6.2

3.9
3.2

0.8
1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鳥屋野潟
福島潟

佐潟
じゅんさい池

上堰潟
清五郎潟

北山池
仁箇堤

北上の池
松浜の池
ドンチ池
十二潟

六郷ノ池
御手洗潟

内沼潟
金巻の池

その他
不明

とても感じ
る

34.3%

どちらかと
いえば
感じる

51.6%

どちらかと
いえば感じ

ない, 
8.8%

感じない, 
4.7%

不明, 
0.8%

２０～２９
歳, 5.8%

３０～３９
歳, 13.2%

４０～４９
歳, 14.2%

５０～５９
歳, 15.5%６０～６４

歳, 9.8%

６５～７４
歳, 23.6%

７５歳以上, 
17.6%

不明, 
0.3%

男性
42.9%女性

56.3%

不明, 0.8%

北区
9.0%

東区
16.3%

中央区
22.9%

江南区
8.0%

秋葉区
11.2%

南区, 
5.3%

西区
20.0%

西蒲区
7.1%

不明
0.2%

10年未満
5.8%

11～20
年未満
8.1%

21～30
年未満
12.0%

31～40
年未満
18.2%

41～50
年未満
15.1%

50年以上
40.2%

不明
0.7%

知っていた
97.3%

知らなかった
2.7%

ある
38.0%

ない
61.5%

不明0.5%

新潟市内で生まれ、
いままで市外に転居

したことがない
36.4%

新潟市内で生まれたが、
市外へ転居したことがある

24.4%

新潟市外で生まれ、
新潟市内に転居してきた

39.0%

不明 0.2%
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【問 9】－1 【問 9】で「１．ある」 と
回答された方に対しての質問です。どの潟
(湖沼)を紹介しましたか。 
（○はいくつでも） 

【問 10】 実際に潟(湖沼)を訪れたことが
ありますか。（○は１つだけ） 

【問 10】－1 【問 10】で「１．ある」 と
回答された方に対しての質問です。 実際に
訪れたことがある潟(湖沼)はどれですか。
（○はいくつでも） 

   

【問 10】ー2 【問 10】で「１．ある」 と
回答された方に対しての質問です。潟(湖
沼)を訪れた目的はどれですか。 
（○はいくつでも） 

【問 10】―3 【問 10】で「２．ない」 と
回答された方に対しての質問です。訪れた
ことが無い理由はどれですか。 
（○は１つだけ） 

【問 11】 新潟市内には潟(湖沼)に関する
情報や歴史を知ることができる施設があり
ますが、行ったことがありますか。 

   

   

【問 12】 新潟市内の潟(湖沼)でとれた魚
(コイ・フナなど)や植物(ハスの実・ヒシの
実など)を食べたことがありますか。 
 

★クロス集計 
【問 12】で「食べたことがある」と答えた
人の年代別割合 

★クロス集計 
【問 12】で「食べたことがある」と答えた
人の地区別割合 

   

 ・年齢が高くなるにつれて、潟でとれた動
植物を食べた経験のある人の割合が多く
なる。 

・潟でとれた動植物を食べた経験について
は、北区（40％）、西蒲区（27％）で著し
く高い。 
 

77.4
72.3
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10.4
8.0

5.1
4.7
2.6
1.5
5.5

1.5
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イベント参加

魚釣り
学校の授業
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その他
不明
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6.7%

訪れる機会がない
50.0%

何ができるかわから
ない 10.0%

行きたいが場所が
わからない 6.7%

その他 3.3%

不明
23.3%

63.3
55.9

39.9
33.4

31.1
8.6
7.7

5.6
2.7
2.7
2.7
1.8
1.5
1.2
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0.6
0.6
1.8
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鳥屋野潟
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じゅんさい池

上堰潟
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【問 13】 「潟」という言葉を聞いて思い
浮かぶこと、イメージはどれですか。 
（○は３つまで） 

★クロス集計 
【問 13】で「水質が悪い」と答えた人の年
代別割合 

★クロス集計 
【問 13】で「ふるさとの象徴」と答えた人
の年代別割合 

   

 ・若い年代ほど「水質が悪い」と感じて 

 いる。 
・他世代に比べ、50 代で「ふるさとの象徴」

のイメージが強い。 

★クロス集計 
【問 13】で「干拓地」と答えた人の年代別
割合 

【問 14】 最近、潟(湖沼)でとれた魚(コ
イ・フナなど)や植物（ハスの実・ヒシの実
など）をイベントなどで食べることができ
る機会が増えています。 
 今後、潟(湖沼)でとれる魚や植物を食べ
てみたいと思いますか。（○は１つだけ） 

【問 15】 潟(湖沼)を、より快適な親水空
間とするために必要だと考える周辺整備は
どれですか。（〇は 3 つまで） 

   

・他世代に比べ、50 代で「干拓地（田・畑 
  に開発）」のイメージが強い。 

  

【問 16】 潟(湖沼)を、より快適な親水空
間とするために必要だと考える対策はどれ
ですか。（○は３つまで） 

【問 17】 今後、潟(湖沼)の環境保全活動
（自然観察調査、清掃活動、外来種駆除な
ど）があれば参加してみたいと思いますか。
（○は１つだけ） 

【問 18】 潟(湖沼)の環境保全活動のため
に、あなたが１年間で負担してもよいと思
う金額は、どれくらいですか。 
（○は１つだけ） 
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【問 19】 潟の環境保全活動に多くの方々
に参加していただけるようにするために、
行政としてどのようなことが必要だと思い
ますか。（○は３つまで） 

【問 20】 「ラムサール条約」 という言葉
やその内容を知っていましたか。 
（○は１つだけ） 

【問 21】 「ワイズユース(賢明な利用)」 と
いう言葉やその内容を知っていましたか。
（○は１つだけ） 

 
 
 

  

【問 22】 佐潟や瓢湖がラムサール条約湿
地に登録されていることを知っています
か。（○は１つだけ） 

【問 23】 福島潟や鳥屋野潟がラムサール
条約登録候補地としてあげられていること
について、どう思いますか。（○は１つだけ） 

【問 24】 行政として 「潟環境研究所」 を
立ち上げて、潟(湖沼)を「里潟」という観
点で調査・研究を進めていますが、どう思
いますか。（○は１つだけ） 

   

【問 25】 同封した「潟マップ」は、潟環
境研究所が作成した潟(湖沼)に関するパン
フレットです。ご覧になって、どのように
思いましたか。（○は３つまで） 

【問 26】 今後、潟(湖沼)についてどのよ
うなことを知りたいですか。 
（○は３つまで） 

【問 27】 今後、潟の自然や民俗などを
テーマとした博物館を、新潟市が新たに建
てることを検討することは、どう思います
か。（○は１つだけ） 
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●調査票（全８ページ） 
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●調査結果の分析 
【潟の認知度と来訪経験】（図 1） 

16 の潟それぞれについて、認知度と来訪経験の関係をみると、大きく 3 つのグループに分かれる。 

 

① 認知度が高いグループ 

   （認知度が 7 割以上） 

鳥屋野潟、福島潟、佐潟、じゅんさい池

の 4 つの潟。行ったことのある人も多い。 

② 認知度が中程度のグループ 

   （認知度が 3 割～5 割） 

上堰潟、清五郎潟の 2 つの潟。 

上堰潟は来訪経験のある人も多いが、

清五郎潟は知名度の割に来訪経験の

ある人は少ない。 

③ 認知度が低いグループ（２割以下） 

北山池、内沼潟など 10 の潟。 

北山池は来訪者がやや多いが、御手洗

潟、十二潟、内沼潟などは、あまり知られ

ておらず来訪経験のある人も少ない。 

 

【潟の認知度と紹介経験】（図 2） 
認知度と紹介経験の関係についても、同様に 3 つのグループに分かれる。 

① 認知度の高いグループは、紹介したことのある人も多い。特に福島潟は多くの人に紹介されている。 

② 認知度が中程度のグループでは、上堰潟を紹介する人は多いが、清五郎潟を紹介する人は少ない。 

③ 認知度の低いグループは、紹介したことのある人も少ない。 

 

【潟の来訪経験と紹介経験】（図 3） 
来訪経験と紹介経験の関係をみると、福島潟や上堰潟は、鳥屋野潟、佐潟、じゅんさい池に比べて紹介したことのある人の割合が

高い。 
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図 3：来訪経験と紹介経験の関係図 
 

図 1：認知度と来訪経験の関係図 
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図で見る潟の水面標高と面積の比較 
①潟の水面標高 

潟の水面標高は T.P.マイナス 2.5 メートルから T.P.プラス 9.2 メートルで、仁箇堤が最も高く、鳥屋野潟、清五郎潟が最も低い。１６

の潟のうち北山池など 6 つの潟は水面標高が T.P. 0 メートル以下である。成因別にみると、潟湖は標高が低く、ため池には標高の高

いものが多い。 

 

 

②潟の大きさ 
潟の大きさを水面の面積で比較すると、福島潟が最も大きく 262 ヘクタール、次いで鳥屋野潟 158 ヘクタール、佐潟 44 ヘクター

ルなどとなっている。16 の潟のうち半数は水面面積がビッグスワンよりも小さく、最も小さな北上の池は 0.2 ヘクタールである。 

  

水面標高の比較 

面積の比較 
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１６潟のデータ一覧（平成 28 年度の調査による） 

 
＊１ 水面標高は、東京湾平均海面(Tokyo Peil，T.P.)を基準としています。 
＊２ 潟環境研究所では、海岸砂丘で閉塞され、海面の低下とともに平野の低地・くぼ地に残された水面を「潟湖」としています。 
   福島潟、内沼潟、鳥屋野潟、清五郎潟の 4 つの潟が該当します。 

  

福島潟 内沼潟 十二潟 松浜の池 じゅんさい池 鳥屋野潟 清五郎潟 北山池

所在地
北区新鼻甲ほか、

新発田市
北区 内沼

北区 平林、
十二、灰塚

北区 松浜 東区 松園
中央区

鳥屋野ほか
中央区
清五郎

江南区 北山

面積 約262ha 1.15ha 約5.4ha 約2.2ha 約0.8ha 約158ha 約2.0ha 約1.6ha

水面標高*1 －0.7m －0.6m ＋1.6ｍ ＋0.5m －0.3m －2.5m －2.5m ＋0.4m

水源 河川 河川 湧水・農業排水 湧水 工業用水 河川・排水路 河川・排水路
地下水・
農業排水

潟湖＊2 潟湖＊2 三日月湖 河口閉塞湖 砂丘湖 潟湖＊2 潟湖＊2 砂丘湖

成因*1

海岸砂丘で閉塞さ
れ、海面の低下と
ともに平野の低地
に残された水面、
潟の周囲が築堤さ
れたが堤外の水田
が潟に復元された

海岸砂丘で閉塞
され、海面の低
下とともに平野
の低地に残され
た水面

阿賀野川の蛇行
部が短絡して
残った河跡湖

阿賀野川河口
で、波や風で吹
き寄せられた砂
によって閉塞さ
れた水面

ひとつの砂丘体
の上のくぼ地に
できた水面、東
池と西池がある

海岸砂丘で閉塞
され、海面の低
下とともに平野
のくぼ地に残さ
れた水面

海岸砂丘で閉塞
され、海面の低
下とともに平野
のくぼ地に残さ
れた水面

ひとつの砂丘体
の上のくぼ地に
できた水面

湖底の土地
所有形態

国 民有地 民有地 民有地 市 国・県・民 国・市・民 市

農業用水と
しての利用

不明 あり あり なし なし 不明 不明 不明

関連公園名
(園内に潟)

水の公園 なし なし なし
じゅんさい池

公園
県立鳥屋野潟

公園
なし 北山池公園

公園管理 市 ー ー ー 市 県 ー 市

漁業権 あり なし なし なし なし あり あり なし

遊漁の制限
あり

(遊漁券)
なし なし なし

あり
(釣りは禁止)

あり
(遊漁券)

あり
(遊漁券)

なし

六郷ノ池 北上の池 佐潟 御手洗潟 ドンチ池 金巻の池 上堰潟 仁箇堤

所在地 秋葉区 六郷 秋葉区 北上 西区 赤塚 西区 赤塚
西区

赤塚、中権寺
西区

 木場、金巻
西蒲区
松野尾

西蒲区 仁箇

面積 約1.6ha 約0.2ha 約44ha 約6.5ha 約0.3ha 約0.7ha 約11ha 約5.6ha

水面標高*1 ＋6.5m ＋4.3m ＋4.8m ＋6.6m ＋2.6m ＋0.1m ＋3.5m ＋9.2m

水源 農業排水 湧水 湧水 湧水 湧水 湧水 河川 湧水

水位変動 あり ほとんどなし ほとんどなし ほとんどなし なし あり あり あり

河跡湖 落堀 ため池 砂丘湖 砂丘湖 落堀 人造湖 ため池

成因*1

阿賀野川の河道跡
に残った水面

能代川の洪水が
堤防を越流氾濫
して、洗掘され
てできた池

形成年代が異な
る砂丘間の谷地
に、道路を兼ね
た堤防が横断す
る形で作られた
ことで、水が溜
まってできたた
め池

ひとつの砂丘体
の上のくぼ地に
できた水面

ひとつの砂丘体
の上のくぼ地に
できた水面

中ノ口川の洪水
が堤防を越流氾
濫して、洗掘さ
れてできた池

かつて水面標高
T.P.*+6m程度で
あったが、排水
路の掘削により
水位低下で陸化
したところを掘
り下げて造られ
た池

谷地を堤防で閉
め切ってできた
ため池

湖底の土地
所有形態

民有地 民有地 国 国 民有地 市・民 市 民有地(共有地)

農業用水と
しての利用

不明 なし 緊急時に利用
周辺畑の
灌漑用水

かつては農業用
水に利用

不明 不明 あり

関連公園名
(園内に潟)

なし なし 佐潟公園 なし なし 金巻の池公園 上堰潟公園 なし

公園管理 － － 市 － ー 市 市 ー

漁業権 なし なし あり あり なし なし なし なし

遊漁の制限
あり

(池主組合が管理)
なし

あり
(遊漁券)

あり
(遊漁券)

なし なし
あり(3/1～5/31

は禁漁)
なし

なし
あり

(洪水調節)
あり

(洪水調節)
あり

(洪水調節)
水位変動 あり あり ほとんどなし

あり (鳥屋野潟
と連動)

潟環境研究所調べ 
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潟の生態系サービスの経済価値試算 
 

  近年、生物多様性や生態系サービスを経済的に評価することが注目されています。潟の価値・魅力を広く伝えるための一つの手

段として経済的な評価を用いることも有効です。 

    ここでは環境省発表の「湿地が有する生態系サービスの経済価値評価」で示された経済価値を用いて、本市の潟の価値を試算

しました。生態系サービスの経済価値評価には様々な手法があり、経済価値（原単位）の計算は新潟市の事例で計測・計算された

値を用いるべきですが、現状では研究が進んでおらず、今後、評価手法の研究が進むことを望み、参考として掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊１ 平成 26 年 5 月 23 日、環境省が発表した「湿地が有する経済的な価値の評価結果」で示された上記の原単位を用いて、 
   市内の 16 の潟と昭和 30 年頃の鎧潟の経済的な価値を試算しています（原単位（円）×面積（ha））。湿地タイプは、湿原（高層 
   湿原・中間湿原・低層湿原）及び干潟に分類されており、ここでは湿原（低層湿原）の値を用いています。 
＊２ 面積は、潟 MAP 第 3 版（新潟市潟環境研究所，平成 29 年 3 月）によります。 
＊３ 鎧潟は、昭和 30 年代当時の水面面積に基づいています。 
資料：環境省発表「湿地が有する経済的な価値の評価結果について（平成 26 年 5 月 23 日）」 

 原単位の計算と国内の湿地が有する生態系サービスの経済価値評価については、こちらを参照のこと。 
  

表 潟が有する経済的な価値の試算 

 潟名　 福島潟 内沼潟＊2 十二潟 松浜の池 じゅんさい池 鳥屋野潟 清五郎潟 北山池 六郷の池

生態系サービス

　気候調整
　（二酸化炭素の吸収）

3.1 812.2 3.6 16.7 6.8 2.5 489.8 6.2 5.0 5.0

58.0 15,196.0 66.7 313.2 127.6 46.4 9,164.0 116.0 92.8 92.8

105.0 27,510.0 120.8 567.0 231.0 84.0 16,590.0 210.0 168.0 168.0

　水量調整 59.0 15,458.0 67.9 318.6 129.8 47.2 9,322.0 118.0 94.4 94.4

　水質浄化
　（窒素の吸収）

343.0 89,866.0 394.5 1,852.2 754.6 274.4 54,194.0 686.0 548.8 548.8

　生息・生育環境の提供 163.0 42,706.0 187.5 880.2 358.6 130.4 25,754.0 326.0 260.8 260.8

　自然景観の保全 95.0 24,890.0 109.3 513.0 209.0 76.0 15,010.0 190.0 152.0 152.0

9.6 2,515.2 11.0 51.8 21.1 7.7 1,516.8 19.2 15.4 15.4

90.0 23,580.0 103.5 486.0 198.0 72.0 14,220.0 180.0 144.0 144.0

191,400 800 3,900 1,600 600 115,500 1,500 1,200 1,200

224,800 1,000 4,600 1,900 700 135,600 1,700 1,400 1,400

潟名　 北上の池 佐潟 御手洗潟 ドンチ池 金巻の池 上堰潟 仁箇堤 瓢湖 鎧潟＊3

生態系サービス

　気候調整
　（二酸化炭素の吸収）

3.1 0.6 136.4 20.2 0.9 2.2 34.1 17.4 74.4 837.0

58.0 11.6 2,552.0 377.0 17.4 40.6 638.0 324.8 1,392.0 15,660.0

105.0 21.0 4,620.0 682.5 31.5 73.5 1,155.0 588.0 2,520.0 28,350.0

　水量調整 59.0 11.8 2,596.0 383.5 17.7 41.3 649.0 330.4 1,416.0 15,930.0

　水質浄化
　（窒素の吸収）

343.0 68.6 15,092.0 2,229.5 102.9 240.1 3,773.0 1,920.8 8,232.0 92,610.0

　生息・生育環境の提供 163.0 32.6 7,172.0 1,059.5 48.9 114.1 1,793.0 912.8 3,912.0 44,010.0

　自然景観の保全 95.0 19.0 4,180.0 617.5 28.5 66.5 1,045.0 532.0 2,280.0 25,650.0

9.6 1.9 422.4 62.4 2.9 6.7 105.6 53.8 230.4 2,592.0

90.0 18.0 3,960.0 585.0 27.0 63.0 990.0 504.0 2,160.0 24,300.0

100 32,200 4,700 200 500 8,000 4,100 17,500 197,300

200 37,800 5,600 300 600 9,400 4,800 20,600 231,700

　　　　　　　　水面の面積

 原単位＊1　　　　　　（ha）
（万円/ha・年）

262.0 1.15 5.4 2.2 158.0 2.0 1.6 1.6

0.2 44.00

0.8

　気候調整（炭素蓄積）
　　上段：種富湿原
　　下段：コムケ湖湿原

　レクリエーションや環境教育
　　上段：釧路湿原
　　下段：雨竜沼湿原

合計1　（気候調整、レクリエーションや環境教育の上段の数値）

合計2　（気候調整、レクリエーションや環境教育の下段の数値）

　　　　　　　　水面の面積

 原単位＊1　　　　　　（ha）
（万円/ha・年）

　気候調整（炭素蓄積）
　　上段：種富湿原
　　下段：コムケ湖湿原

　レクリエーションや環境教育
　　上段：釧路湿原
　　下段：雨竜沼湿原

合計1　（気候調整、レクリエーションや環境教育の上段の数値）

合計2　（気候調整、レクリエーションや環境教育の下段の数値）

270.06.5 0.3 0.7 11.0 5.6 24.0
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